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→
戦
争
さ
せ
な
い
横
浜
市
民
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
…
横
浜
ノ
ー
ス
ド
ッ
ク

配
備
反
対
署
名
の
後
継
団
体
（
現

在
の
構
成
：
１
区
、
２
区
、
３

区
、
４
区
、
６
区
の
市
民
連
絡

会
）。 

→
残
さ
れ
て
い
る
課
題
：
県
央

（
大
和
・
厚
木
・
相
模
原
）
や
県

西
部
（
藤
沢
な
ど
）
の
市
民
団
体

と
の
連
携
。

①
大
衆
運
動
の
組
織
化
（「
点
か

ら
面
へ
」
地
域
の
運
動
掘
り
起

し
）。 

②
市
民
団
体
・
労
働
団
体
と
の
共

同
行
動
の
追
求
…
神
奈
川
平
和
運

動
セ
ン
タ
ー
や
神
奈
川
人
権
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
（
共
催
や
後
援
・

賛
同
）
な
ど
。 

③
立
民
・
共
産
・
社
民
・
れ
い

わ
・
新
社
会
の
県
組
織
の
共
闘
・

連
帯
の
協
議
テ
ー
ブ
ル
づ
く
り
の

要
請
と
所
属
議
員
の
県
下
共
同
行

動
へ
の
参
加
働
き
か
け 

。

住
民
へ
の
周
知
な
し
に

キ
ー
ン
ソ
ー
ド
25
強
行

わ
た
し
た
ち
は
把
握
し
て
い
な
か

っ
た
が
、
日
米
合
同
軍
事
演
習

「
キ
ー
ン
ソ
ー
ド
25
」
の
一
環
で
、

10
月
17
日
に
は
、
横
浜
ノ
ー
ス
ド

ッ
ク
に
大
分
県
か
ら
２
０
０
名
の

陸
自
隊
員
と
車
両
70
両
が
運
ば
れ

て
き
て
陸
揚
げ
さ
れ
た
。
神
奈
川

に
は
米
軍
基
地
だ
け
で
な
く
多
く

の
自
衛
隊
の
基
地
が
あ
り
、
そ
れ

ら
す
べ
て
の
基
地
で
、
地
上
作
戦

や
航
空
作
戦
な
ど
の
訓
練
が
実
施

さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
を
周
知
し
た

の
は
神
奈
川
で
は
座
間
市
だ
け

で
、
神
奈
川
県
も
横
浜
市
も
ま
っ

た
く
情
報
を
流
さ
な
か
っ
た
。
こ

れ
は
お
か
し
い
と
、
わ
た
し
た
ち

は
今
月
14
日
に
県
と
横
浜
市
に
周

知
を
徹
底
す
る
よ
う
要
請
す
る
た

め
の
会
議
を
行
な
う
。

『
神
奈
川
新
聞
』
も
ま
っ
た
く
流

さ
な
か
っ
た
。『
産
経
』
は
18
日
、

『
東
京
』
が
２
日
遅
れ
で
ノ
ー
ス

ド
ッ
ク
に
陸
自
部
隊
が
来
た
こ
と

を
伝
え
、
か
な
り
経
っ
て
か
ら

『
日
経
』
が
、
今
回
の
訓
練
は
米

合
、
れ
い
わ
２
区
候
補
者
に
は
、

口
頭
で
「
自
衛
隊
明
記
・
緊
急
政

令
」
改
憲
問
題
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
旗
振
り
を
要
請
。 

・
か
な
が
わ
市
民
連
絡
会
（
県
内

18
選
挙
区
ご
と
の
市
民
連
合
の
連

絡
組
織
）
の
事
務
局
が
10
月
中
旬

に
県
民
決
起
集
会
を
提
案
す
る

も
、
集
約
会
議
に
人
（
各
区
の
市

民
連
合
）
が
集
ま
ら
ず
、
中
止
を

決
め
る
。
各
市
民
連
絡
会
も
具
体

的
取
り
組
み
が
ほ
と
ん
ど
で
き
て

い
な
い
（
前
回
選
挙
に
比
べ
て
）。 

＊
２
区
市
民
連
絡
会
で
の
議
論

「
候
補
者
の
一
本
化
で
政
権
交
代
」

を
言
う
だ
け
で
な
く
、
改
憲
問
題

な
ど
共
有
す
べ
き
具
体
的
課
題
を

前
に
出
し
た
集
会
と
す
べ
き
だ

（
共
産
党
員
の
対
応
が
割
れ
た
）。 

11
月
１
日
の
「
か
な
が
わ
憲
法
集

会
」
で
共
同
代
表
が
「
改
憲
状
況

は
少
し
後
退
し
た
の
で
は
」
と
挨

拶
し
た
が
、
こ
れ
に
も
示
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
自
民
党
の
「
論
点

整
理
」
な
ど
に
つ
い
て
の
市
民
団

体
の
認
識
が
希
薄
な
状
態
は
続
い

て
い
る
。
い
ま
そ
の
克
服
に
向
け

次
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

●
12
月
22
日
（
日
）
に
集
会
・
パ

レ
ー
ド

●
１
月
25
日
（
土
）
の
学
習
講
演

会
（
講
師
：
纐
纈
厚
さ
ん
） 

今
後
の
神
奈
川
の
運
動

「
市
民
と
野
党
の
共
闘
」
を
ど
う

し
て
い
く
の
か
…
２
区
市
民
連
は

18
日
に
協
議
す
る
の
で
、
以
下
は

わ
た
し
個
人
の
意
見
。 

 

・「
市
民
と
野
党
の
共
闘
」
の
必

要
性
（
政
権
交
代
を
展
望
）
は
、

市
民
連
絡
会
（
中
央
で
は
「
市
民

連
合
」）
だ
け
の
問
題
意
識
に
と

ど
ま
っ
て
お
り
、
多
く
の
市
民
活

動
団
体
に
共
有
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
〈
関
心
の
外
？
〉。 

・
具
体
的
な
課
題
（
改
憲
・
軍
拡

阻
止
な
ど
）
で
の
共
有
・
連
帯
の

取
り
組
み
を
、「
市
民
と
野
党
の

共
闘
」
と
い
う
地
域
で
の
枠
組
み

（
神
奈
川
２
区
市
民
連
絡
会
な
ど
）

は
維
持
し
つ
つ
、
さ
ら
に
広
い
枠

組
み
の
創
設
（
人
民
戦
線
）
を
展

望
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
ほ
か
な

・
選
挙
で
は
、
改
憲
、
対
米
自

立
、
原
発
、
消
費
税
な
ど
が
焦
点

に
な
ら
ず
も
っ
と
問
わ
れ
る
べ
き

だ
っ
た
。
わ
た
し
た
ち
が
こ
れ
ら

の
課
題
を
ど
れ
だ
け
押
し
出
し
え

た
の
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
た
と

え
ば
あ
と
で
触
れ
る
が
、
選
挙
期

間
と
同
じ
時
期
、
日
本
全
国
の
米

軍
と
自
衛
隊
基
地
を
使
っ
て
大
規

模
な
日
米
合
同
軍
事
演
習
「
キ
ー

ン
ソ
ー
ド
25
」（
自
衛
隊
３
万
３

０
０
０
人
、
米
軍
１
万
２
０
０
０

人
が
参
加
）
が
強
行
さ
れ
た
が
、

こ
の
危
険
な
動
き
を
選
挙
戦
で
問

題
に
し
た
と
こ
ろ
は
な
か
っ

た
。                                 

・
過
半
数
割
れ
で
自
公
と
国
民

（
玉
木
）
と
の
連
携
・
連
合
と
い

う
政
局
が
始
ま
る
。
国
民
の
反
動

性
を
暴
露
し
て
い
く
取
り
組
み
が

ま
す
ま
す
重
要
だ
。 

②
次
に
神
奈
川
２
区
市
民
連
絡
会

が
選
挙
に
む
け
て
行
な
っ
た
活
動

を
紹
介
す
る
。 

・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
（「『
自
公
政
権

を
終
わ
り
に
し
て
』）
の
作
成
と

配
布
→
配
布
＝
７
月
〜
10
月
の
定

例
街
宣 

。

・
２
区
と
し
て
の
選
挙
政
策
の
議

論
と
取
り
ま
と
め
→
７
月
〜
８
月

の
事
務
局
・
運
営
委
員
会
。 

・
立
憲
野
党
へ
の
緊
急
申
し
入
れ

（
８
月
）
→
「
自
公
政
権
を
終
わ

ら
せ
政
権
交
代
に
向
け
た
立
憲
野

党
間
協
議
の
テ
ー
ブ
ル
の
設
置
に

つ
い
て
」
…
立
憲
・
共
産
・
社

民
・
れ
い
わ
・
新
社
の
中
央
・
県

組
織
あ
て
。 

申
し
入
れ
４
点
→
①
大
同
団
結
に

つ
い
て
の
考
え
方
、
②
野
党
間
協

議
の
テ
ー
ブ
ル
設
定
に
つ
い
て
の

考
え
方
、
③
新
政
権
が
す
ぐ
実
施

す
る
当
面
の
政
策
、
④
野
党
統
一

候
補
に
つ
い
て
の
考
え
方
。 

・
共
産
党
県
委
員
会
と
社
民
県
連

張
は
ま
っ
た
く
な
し
。

最
初
に
、
神
奈
川
で
平
和
運
動
の

先
頭
に
立
っ
て
活
動
さ
れ
て
い
る

高
梨
さ
ん
に
、
具
体
的
な
実
践
の

報
告
も
交
え
な
が
ら
発
言
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

神
奈
川
の
平
和
運
動
の

実
践
に
即
し
て

高
梨
　
わ
た
し
が
事
務
局
を
務
め

る
神
奈
川
２
区
市
民
連
絡
会
で
は

さ
っ
そ
く
選
挙
の
翌
日
に
総
選
挙

結
果
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行

な
っ
た
。 

以
下
は
そ
の
要
点
。

①
「
自
公
過
半
数
割
れ
」
の
評
価

だ
け
で
い
い
の
か 

・
改
憲
派
が
３
分
の
２
を
割
っ
た

と
い
っ
て
も
、
改
憲
派
と
反
改
憲

派
の
議
員
構
成
は
あ
ま
り
変
わ
っ

て
い
な
い
。
あ
と
10
名
ぐ
ら
い
増

え
れ
ば
３
分
の
２
＝
３
１
０
に
達

す
る
。
楽
観
は
で
き
な
い
。 

立
憲
が
増
え
た
と
い
わ
れ
る
が
、

こ
の
党
は
「
能
動
的
サ
イ
バ
ー
防

御
」
容
認
や
野
田
代
表
の
持
論
な

ど
か
ら
見
て
、
改
憲
反
対
を
貫
け

る
か
ど
う
か
は
疑
問
。
い
ま
の
立

憲
は
発
足
当
初
の
か
つ
て
の
立
憲

と
は
違
う
。
今
後
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
立
憲
へ
の
働
き
か
け
（
中

央
・
地
方
と
も
に
）
が
重
要
だ
。 

・
５
割
の
有
権
者
が
投
票
に
そ
っ

ぽ
を
む
く
構
造
は
変
わ
っ
て
い
な

い
。
こ
の
問
題
を
ど
う
す
る
か
。

今
ま
で
の
働
き
か
け
・
取
り
組
み

で
い
い
の
か
、
い
っ
そ
う
の
工
夫

が
求
め
ら
れ
て
い
る 

改
憲
派
の
国
民
民
主
（
以
下
、
国

民
と
表
記
）
や
極
右
（
参
政
党
、

保
守
党
）
の
伸
張
、
立
憲
で
は
野

田
の
右
派
指
導
部
（
日
米
同
盟
と

そ
の
抑
止
力
肯
定
、
安
保
法
制
廃

止
棚
上
げ
等
の
立
場
）
が
確
立
、

共
産
、
社
民
の
後
退
。

実
質
改
憲
の
動
き
＝
日
米
軍
事
同

盟
の
強
化
と
並
行
す
る
大
軍
拡
、

戦
争
国
家
化
は
止
ま
ら
ず
に
進
む

の
で
な
い
か
。
明
文
改
憲
に
つ
い

て
も
油
断
は
で
き
な
い
。

２
）
選
挙
結
果
（
各
党
の
得
票
数

の
変
化
な
ど
）
の
分
析
。

自
公
の
後
退
／
立
憲
、
国
民
の
伸

張
／
共
産
、
社
民
の
後
退
／
れ
い

わ
の
伸
張
／
極
右
の
伸
張
。

投
票
率
は
戦
後
３
番
目
の
低
さ
。

こ
う
し
た
状
況
を
生
ん
だ
も
の
は

何
か
→
個
々
の
政
党
の
得
票
数
の

変
動
な
ど
に
即
し
た
分
析
と
全
体

的
な
傾
向
の
把
握
。

３
）
野
党
共
闘
は
ど
う
だ
っ
た
の

か
。
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
の
か
。

４
）
ト
ラ
ン
プ
政
権
誕
生
の
影
響

は
→
中
国
包
囲
戦
略
の
強
化
、

「
自
分
の
国
は
自
分
で
守
れ
」
圧

力
、「
安
保
自
己
負
担
」
増
大
、

武
器
の
爆
買
い
の
強
要
な
ど
で
、

軍
拡
は
い
っ
そ
う
進
む
の
で
は
な

い
か
。

５
）
左
派
政
党
の
選
挙
総
括
の
問

題
点
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
は
い
わ
れ

る
が
、
大
衆
運
動
を
強
化
し
て
組

織
の
足
腰
を
根
本
か
ら
鍛
え
直
す

と
い
う
原
則
的
な
総
括
は
な
い
。

資
本
主
義
の
不
合
理
性
、
社
会
主

義
的
変
革
の
正
当
性
を
訴
え
る
主

稲
垣
　
ご
承
知
の
と
お
り
、
10
月

27
日
に
行
な
わ
れ
た
衆
議
院
選
挙

で
は
、
15
年
ぶ
り
に
与
党
の
議
席

が
過
半
数
を
割
る
結
果
と
な
っ

た
。
ま
た
改
憲
派
の
議
席
も
明
文

改
憲
に
必
要
な
３
分
の
２
を
下
回

っ
た
。
長
年
続
い
て
き
た
「
自
民

一
強
」
あ
る
い
は
「
一
強
多
弱
」

と
い
わ
れ
る
構
造
が
崩
れ
た
。
与

党
は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
な
強

権
的
な
国
会
運
営
が
で
き
な
く
な

る
。

こ
う
し
た
結
果
を
も
た
ら
し
た
背

景
に
は
、
大
資
本
の
利
益
を
優
先

し
勤
労
人
民
の
生
活
を
徹
底
的
に

破
壊
し
て
き
た
自
公
政
治
に
対
す

る
人
民
大
衆
の
不
満
の
高
ま
り
が

あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
こ
う
し
た
状

況
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
る
大
軍
拡

へ
の
批
判
も
含
ま
れ
て
い
た
だ
ろ

う
。
と
り
わ
け
近
年
の
物
価
高

騰
・
実
質
賃
金
減
で
人
民
が
非
常

な
生
活
苦
に
あ
え
ぐ
な
か
、
自
民

の
政
治
家
が
「
裏
ガ
ネ
」
で
私
腹

を
肥
や
し
て
い
る
悪
行
が
暴
露
さ

れ
た
こ
と
は
大
き
か
っ
た
。

わ
た
し
た
ち
は
こ
の
変
化
を
ま
ず

は
歓
迎
す
べ
き
だ
。
そ
の
上
で
こ

の
変
化
が
内
包
し
て
い
る
問
題
点

を
検
討
し
、
こ
れ
か
ら
の
闘
い
を

ど
う
進
め
て
い
く
か
を
考
え
て
い

き
た
い
。

以
下
論
議
し
て
ほ
し
い
問
題
点
を

列
挙
す
る
。

１
）
今
回
の
選
挙
結
果
を
も
っ

て
、
全
体
的
傾
向
と
し
て
右
傾
化

や
改
憲
状
況
が
後
退
し
た
と
評
価

し
て
よ
い
だ
ろ
う
か
。

11
月
11
日
に
本
紙
11
月
１
日
号
の
合
評
会
を
開
催
し
、
そ
の
時
間
の
一
部
を
割
い
て
10
月
27
日
に
実
施
さ
れ

た
衆
議
院
選
挙
の
結
果
を
め
ぐ
る
意
見
交
換
を
行
な
っ
た
。
合
評
会
に
は
、
11
月
１
日
号
１
面
に
明
文
改
憲

の
問
題
を
執
筆
し
た
「
戦
争
さ
せ
な
い
横
浜
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
高
梨
晃
嘉
さ
ん
に
も
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
冒
頭
の
発
言
も
お
願
い
し
た
。
以
下
は
そ
の
討
議
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
意
見
交
換
で
の
発
言

者
は
、
井
野
茂
雄
、
広
野
省
三
、
逢
坂
秀
人
、
藤
原
晃
、
伊
藤
龍
哉
、
大
村
歳
一
の
各
氏
。
司
会
は
本
紙
編

集
部
の
稲
垣
博
が
担
当
し
た
。�

【
編
集
部
】

与
党
過
半
数
割
れ
と
今
後
の
課
題

状
況
を
切
り
拓
く
の
は
大
衆
闘
争
の
強
化
だ
け
だ

本
紙
合
評
会
で
総
選
挙
を
め
ぐ
る
情
勢
を
論
議

（
２
面
に
つ
づ
く
）

日
東
電
工
は
韓
国
オ
プ
テ
ィ
カ
ル
ハ
イ
テ
ッ
ク
労
組
７
人
の
雇
用
を
保
障
し
ろ
！

火
災
で
焼
け
残
っ
た
社
屋
の
屋
上
で
高
空
籠
城
を
つ
づ
け
る
２
人
の
組
合
員
。
12
月
１
日
で
高
空
籠
城
３
２
８
日

を
迎
え
る
。（
写
真
は
２
０
２
４
年
２
月
26
日
撮
影
、
出
典
：
民
主
労
総
機
関
紙
『
労
働
と
世
界
』
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

よ
り
。
関
連
記
事
４
面
）




